
山形県道路空間
３次元点群データプラットフォームについて
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山形県 県土整備部 道路保全課
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１．３次元点群データプラットフォーム導入事業の目的

山形県の建設業界では、人手不足と高齢化が深刻な課題となってい
るうえ、老朽化が進むインフラ施設への対応や、異常気象により頻発
する災害への対応が必要なため、直ちに業務を効率化する必要がある。
一方でレーザー計測等により取得される３次元点群データは、計画、

設計、施工から維持管理の場面において必要となる現場測量の手間を
大幅に縮減させることのできる技術であり、業務の効率化や作業時の
安全性の向上等の効果が期待される。

このため県では、３次元点群データを多くの人が活用できる環境整
備を行う。

2３次元点群データの取得イメージ（朝日航洋株式会社ＨＰより）道路空間における３次元点群データの例（国道３４５号鶴岡市坂野下）



２．令和６年度の作業状況
・県管理道路の３次元点群データを公開予定（砂利道区間除く）
・いつでも、だれでもダウンロード可能なオープンデータとする
・ＭＭＳデータを基本としつつ、道路土工構造物点検対象箇所はＵＬＳでデータ取得
・Ｒ４年、Ｒ５年に舗装点検用に取得したＭＭＳデータも活用

プラットフォーム 実際に取得した点群データ例

ＭＭＳ：400点/m2以上
（道路空間）

ＵＬＳ：100点/m2以上
（盛土・法面）

LIDAR SLAM
（飛島で活躍）

県道 2863 ㎞分
盛土・法面963箇所
点群100〜400点/m2

令和６年度中に公開
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３．プラットフォームのイメージ
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Ｇ区間情報センター（※）の
プラットフォームを利用

欲しい図郭を選択する

（※）国土地理院などの各府省、⺠間各社及び各学術機関等の協働により構築したプラットフォーム
利⽤者がワンストップで検索・ダウンロードし利⽤できる、産学官の地理空間情報プラットフォーム

ダウンロードが完了

２次元地図で場所を探し



４．点群データの活用事例

災害復旧事業への活用

・既存のデータと重ね合わせる事で被害ボリュームを把握
→被災状況の共有化が容易に

・被災箇所の周辺部はプラットフォームからダウンロード
→現場作業の省力化、測り直し手間の軽減

・写真だけでは見えない。地形図には現れない変状が見える。
→調査範囲の絞り込みにより省力化、効率化が図れる

点検業務への活用

災害復旧事業におけるデジタル技術活用の手引き（案）
令和５年７月国土交通省水管理・国土保全局防災課

三次元点群データを活用した道路斜面災害リスク箇所の抽出要領（案）

とは言われていますが…
活用には慣れが必要…

今まで３回現場に行っていたのが、２回に…
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５．Ｒ７以降の予定～ワークショップの開催～

案①＿フィルタリング勉強会

ＵＬＳで取得した道路土⼯構造物点検対象箇所を教材にする 樹木データを除去したグラウンドデータを作成

案②＿災害査定資料への活用トレーニング

Ｒ７年度災に⽤いた実際のデータ Ｒ７年度災に⽤いた実際のデータ

グラウンド
データで変状
等が確認され
た箇所につい
て、現地調査
を実施するこ
とにより効率
化を実現

被害箇所のデータと実際の復旧工法を比較
しながら災害査定用の資料作成を体験する。

実際にフィルタリング作業を体験
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点群の活用に
慣れることで、
災害発生時に
おける安全で
効率的な業務
を実現



６．今後の取組みと期待する効果

【業務の効率化・安全性の向上に向けて】
⇒ワークショップを通し、地元業者での活用を拡大する。
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【人手不足の解消に向けて】
⇒身近な空間の点群データを活用したリクルート活動

（ゲーム感覚で測量・設計・施工。新たな仕事のやり方。測量設計業協会が…）

【新技術の導入検討】
⇒除雪車運転支援システムへの応用

ゲームエンジンによる景観検討
等、オープンデータ化により民間事業者から営業増


